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P−445　術後 にみ られ る臀部褥瘡 につ い て の 検討
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【目的】産婦人科手術後の 合併症 と して，患者臀部の 皮膚 に 紅斑 と硬結を認め た 報告 が散見 され る．疼 痛 を伴 うこ とが あ り，
術後患者 に と っ て 重大な合併症で ある が ， そ の 実態 は不 明 で あ る。そ こ で ， 術後 の 皮膚障害発症 の 頻度や 発症 に 関与す る と思

われ る因子を調査 し， 実態を明 らか にす る こ とを目的に検討 した．
【方法1婦 人科お よ び産科 の 術後患者226名を 対象 に，手術室退室時，病室帰室時，お よび術後 ユ日か ら退 院 日 まで 臀部 を観察
した．皮 膚障害 は national 　pressure 　ulcer 　advisery 　panelの 分類 に 基づ き，1度 ：紅斑の み ，

　II度 ；皮 下組織 に は至 ら ない 皮 膚
の 部分欠損か 水泡，硬結が み られ る ，III　E ：皮膚 の 金層欠損 ， に分類 した．調 査項 囗 と して 年齢 ， 身長，体重，麻酔時間，
麻酔法，術式，術後 の ヘ モ グ ロ ビ ン 値，ア ル ブ ミ ン 値を検討 した．
【成績】1＞1度が 14例 に ， II度が 4例 に み られ発 生率 は8．0％ で あ っ た．　 III度はみ られなか っ た．仙骨部で は な く臀 部の 片側 に

偏 っ て 発 生 す る，圧 痛 を伴う多彩な形 の 紅斑 と硬結，水疱を特徴 と して おり， pressure　sore の 所見 に
．．一
致 し た．2）手術室退

室 時 や 病室 帰室 時 に 認 め られ た例 は なく，
全 て 術後 1〜2日目 に 認 め た．16例 （88．9％ ）は 7 日 目まで に消失 したが，2例 （1Ll

％）は 治癒 に 2ヶ 月を要した．3）術中，術後 の 持続硬膜外麻酔併用 例 に 多 く発 症 した が，脊椎麻酔の み で も発症 した．仰臥 位，
砕石 位 と も にみ られ た．発 症 と体格や lfL　ta検査 との 問に 関連性 は なか っ た．
【結論】臀部皮膚障害は 臨床所見か ら急性褥瘡 と判断され た．今回の 検討か らは発生 に 関与す る 因 r・は不 明 で あ っ た が，今後，
術後 に急 性褥瘡が 発生 す る こ と を認識 し

， 管理す る 必要性が ある．
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【目的】
一
部の 内分泌撹乱物質 （ED ）は，

　 Estrogen　receptor （ER）を介し，　 Estrogen様細胞増殖効果を持つ ．　 ER は 様々 な遺伝子の 発

現調 節 を担 っ て い るが ， ED と ER との 親和性 は一様 で はな く，そ の た め制御され る 遣伝子の 転写へ の 影響 につ い て 様々 な相違が 報告 さ

れ てい る．さらに ， Estrogenに よる ER の 発現調節がそ の 間に介入する こ と も想定される．そこ で我々 は ヒ ト乳癌細 胞 （MCF −7）を坿

い ，ED に よる 2種の ER −subtype （α ，β遺伝子）の 発現へ の 作用力価につ い て ，
　real　time　PCR を行い 定量解析 し，　 m ・RNA の 経時的変

化と共に評価した．
【方 法】MCF ・7細 胞 を検 査用 メ デ ィ ウ ム （chacoa トdextran処理 済み10％FCS 含有 DMEM ）に て 培養 （37℃ ， 5％CO 、）し， サ ブ コ ン フ

ル エ ン トの 状 態で 披検物質を加 えた．披検物質 と濃度は，17β・estradiol （10．1°，　IO
’y
，10

“
　mol！1），　 Bisphenol　A （IOt

，
，　IO

’s
　mol ／1），　 Diehyl−

hexylphthalate：DEHP （IO6，1び mol ／D ， Genistain（10
’
h σ

7
，106mol〆1）で ， 物質投与後，3，　6，ユ0，24時間後に，細胞か ら採取した total

RNA をcDNA に逆転写 した．それぞ れの サ ン プル につ い て，　 ER α ，βお よび β・actine （内部標準）へ の 特異的 primer とtaqman　probe
を用 い

， real 　time　PCR （ABI　7700）を行 っ た．
【成 績｝　17β一estradiol ，お よび 内分泌撹乱物質を加えた細胞で，6時聞後をピークに ER α，β，r

’
m −RNA の 発 現量 が有意 な増加を認め た．α

／β比 も各物質問で
， 有意差が 認め られた．

【結論】内分泌撹乱物質は ， 細胞中の ERα，β遺伝子の転 写調節に影響を及ぼ し，その 結果，細胞の Estrogen感受性を変化 させ る可 能

性 が示唆 され た．

P −447　腹膜中皮細 胞 表面 ジペ プ チ ジル ペ プ チ ダーゼ IV （CD26 ）の サイ トカ イ ンに よ る発現調節
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【目的1 ジベ プ チ ジル ペ プ チ ダーゼ IV （CD26 ）は翻1胞表面 ア ミ ノ ペ プチ ダーゼ で，様 々 な生 理 活 性 ペ プ チ ドを基 質 に持 ち，
癌化や 癌の 進展 に 関与す る との 報告が ある．また卵巣癌 の 腹 水 中 に は 多 様 なサ イ トカ イ ン が 存在 し，癌細胞 と腹膜中皮 との 問

の 相互 作用 にお い て
一

役を担い
， 癌 の 進展 に影響して い る．前回我 々 は，腹膜中皮 の 卵巣癌腹水 に よる発現 増 強 につ い て 報告

した．今 回 は腹 水 中 に多 い と され る サ イ トカ イ ン に よ る CD26 の 発現 調節 に つ い て 検討 した．
【方法】腹膜中皮細胞｝＊　LP9 を用い て ，その CD26 活性を調べ ，免疫細胞染色 にて 局在を確認 した．サ イ トカイ ン と して 各種濃

度の IL−lb，　TGF −b，　TNF −a，　IFN −g を培養上 清 に添加 し CD26 の 発 現変化 を ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト法，酵素活性 で確認 した．
【成績】（1）LP9は他 の 細胞表面 ア ミノペ プ チ ダーゼ に比 較 し て CD26を 高発現 して い た。（2＞CD26の 発現 は IL−lb の 添加 で 濃

度 依 存性 に 増 強 し，1． ng ！m1 の 添 加 で 蛋 白 レ ベ ル で 5．0倍 に ，酵素活性 は 1．4倍 に 増強 し た．（3）1．Ong／ml 以 上の TNF −a の 添加
に よ り濃度依 存性 に 増 強 した．（4）TGF ・b は 1．Opg／ml の 添加 で L3倍 に 発現増強 し た後，濃度依存性 に減 少 し10　ng ／ml の 添加
で コ ン トロ ール の O．5倍ま で 減少 した．
【結謝 腹膜中皮 は 高 レ ベ ル の CD26 活性を有 し，その 発現 は卵巣癌腹水中に存在す る各種 サ イ トカイ ン に よ っ て 発現調節 を受
け て い る こ と を示 した．CD26 は 腹水中の 様々 なサ イ トカ イ ン を介す る 中皮 と腫 瘍細 胞 との 相 互作用 に影響 を及 ぼ し て い る 町

能性が示唆された．
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